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Ⅱ 事例 

 

 根室管内で酪農機器を導入している農場の優良事例を紹介します。導入した目的と効

果、利用方法、工夫している点などを聞き取り、導入前後の変化も掲載しました。 

ただし、あくまでも事例であるため、導入効果を保証するものではありません。酪農

機器の効果を最大限に発揮するためには、各農場の実態や作業体系に合わせて使い方を

工夫し、適応させていくことが重要です。 

導入している農場、これから導入しようと考えている農場、導入は考えていないけれ

ど作業を見直したい農場など、多くの農場で参考になると思います。 
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□注意点 

※導入効果を保証するものではありません。 

※特定の商品やメーカーを推奨、評価するものではありません。 

※酪農機器には様々な種類の機器がありますが、今回は事業により根室管内で導入さ

れた主なものについて取り上げております（掲載は順不同）。 

※導入価格は、導入時の本体 1台当りの事業費（税抜）であり、現在の価格を反映し

ているわけではありません。 

※導入前後の生産性の変化については、導入する前後の乳検データ（管理乳量＊）等

を比較しています。 

 ※写真や図表の番号は事例ごとに付けています。 

＊管理乳量とは 

分娩の偏りや牛群の産次構成などを補正した乳量のことです。飼養管理技術の変化

で増減します。技術改善効果を検証するのに利用できます。 

 

研究 自動給餌機導入で酪農経営のゆとりと所得アップ（道総研酪農試験場,2021） 

H P http://www.hro.or.jp/list/agricultural/center/kenkyuseika/panf/r3/19.pdf 

要約 ・自動給餌機の導入により、労働時間を約 1 割程度削減できる。 

・乳量を 5％向上させることで、1 時間当りの所得の増加が可能に

なる。 

 

研究 搾乳ロボットが酪農経営の収益性向上と労働条件の改善に与える影響 

（農畜産業振興機構,2019） 

H P https://www.alic.go.jp/joho-c/joho05_000544.html 

要約 ・所得を重視する酪農家よりも労働時間削減を重視する酪農家の方

が、搾乳ロボットを導入しやすい。 

・①削減された搾乳労働時間を外部化していた作業に充てる、②デ

ータを適切に活用し、個体販売などを増加させることで、所得の

減少は回避される。 

・データの活用は牛群改良にも活用可能である。 

 

実証 スマート農業実証プロジェクト（農研機構,2018～） 

H P https://www.naro.go.jp/smart-nogyo/enter.html 

酪農に関係する北海道での実証課題 

・TMR センター利用型良質自給飼料生産利用による高泌乳牛のス

マート牛群管理体系（中標津町 TMR センターアクシス・漆原

牧場） 

・オール ICT システムファームにおける労働力不足解消技術体系の実証 

（別海町 (有)エスエルシー） 

・畜産バイオガスシステムの自動化実証プロジェクト（JA 士幌町ほか） 

 

事例 農業新技術活用事例（農林水産省,2018～） 

H P https://www.maff.go.jp/j/kanbo/smart/jirei/smajirei_2019.html#tikusan 

酪農に関係する北海道での活用事例 

・自動換気システム及び自動給餌器の導入による省力化 

・搾乳ロボット・エサ寄せロボットの導入による省力化 

・GPS ガイダンスシステムの導入による効率的糞尿散布 

・搾乳ロボットの導入による省力化と規模拡大の実現 

・自動管理システム（哺乳ロボット、濃厚飼料給餌機、体重計）活用による省力化の

実現 


